


視察報告書様式【１】 

委員会名 地域生活委員会 委員名 福岡靖純 

視察日時 令和６年７月９日（火）午後１時３０分～午後３時３０分 

視察先・概

要 

福岡県福岡市 

 人口：1,653,767 人(令和６.６.１現在) 面積：343.47 ㎢ 
視察内容 雨水整備レインボープラン博多と令和５年７月豪雨の状況 

選定理由 

福岡市では、平成11年及び平成15年の集中豪雨により、天神周辺

地区で大きな浸水被害が発生している。これらの経験から浸水対策

事業・雨水整備レインボープラン博多として、山王雨水調整池をは

じめとした総合的な施設整備を進めたことにより、その後の豪雨発

生時においては市内中心部の浸水被害の軽減につながっている。 

豊田市の 

現状と課題 

各種雨水対策に係る計画やハザードマップ等の策定を進め、災害に

強いまちづくりを進めている。本市でも今後起こり得る未曽有の豪雨

災害への対策等、防災行政の在り方に向けた検討を継続的に進める必

要がある。 

視察概要 

〔雨水整備ＤＯプランと緊急浸水対策事業 レインボープラン〕  

浸水対策実施計画と博多駅・天神地区を浸水させないための総合的な

浸水対策  

雨水整備水準を時間雨量 79.5 ミリに設定  

①雨水排水施設 ②貯留施設 ③浸透施設  

 

評価と 

その理由 

・浸水被害が出た浸水地区を重点地区と定め、効率的に対策を行って

いる点 

・浸水対策を局所的対策と抜本的対策に分け、浸水被害を軽微にする

ことを方針として進めている点 

・各種取組をきめ細かく行い、対策を行っている点 助成制度等 

本市に反映 

できること 

① 総合的な浸水対策の構築 

② 雨水幹線の整備と大型貯留施設（雨水調整池）の整備  

③ 雨水流出抑制施設の導入、雨水貯留タンク、排水設備分流化 

その他 

（意見・課

題などあれ

ば） 

・最大 1時間降水量の見直し 

・過去の浸水被害地区を重点地区として対策 

・水道事業は今後改築改善を進めなければいけない状況であり、上下

水道の財政をどうするか 

議場等の設

備について 

※議場見学を行わなかった場合は記載不要 

①議席にコンセント等の有無（ペーパーレス会議対応）：有 ・ 無 

②電子採決システムの有無：有 ・ 無 

③大型モニター又はスクリーンの設置（一般質問の資料提示用等）：

有 ・ 無 

④傍聴席で音声の文字表示対応（モニターの設置等）：有 ・ 無 

⑤その他気づいた点： 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察報告書様式【２】 

委員会名 地域生活委員会 委員名 福岡靖純 

視察日時 令和６年７月１０日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

視察先・概

要 

福岡県糟屋郡粕屋町 

 人口：48,802 人(令和６.６.３０現在) 面積：14.13 ㎢ 
視察内容 ＩｏＴを活用した子どもの見守り 

選定理由 

粕屋町では九州電力送配電が提供する見守りサービスＱottaby・

キューオッタバイのシステムを導入している。同サービスでは、町

内の小学生に対し、見守り端末機を無料で配布し、保護者はもとよ

り、見守り人と呼ばれる地域住民が一体となり子どもの見守り活動

に関わっている。 

豊田市の 

現状と課題 

本市の見守り活動としては、高齢者を見守るささえあいネットや地

域の自主防犯活動等が挙げられるが、今回の視察を踏まえ、持続可能

かつ安全で安心なまちづくりに向けた地域活動の在り方について検

討をする必要がある。 

 

視察概要 

・ＩｏＴを利用して、どのように小学生の見守りに生かしているのか

視察にて確認 

・見守り端末システムの利用方法、利用費用、見守り側の対応と意見 

評価と 

その理由 

・見守り端末システムの低価格と簡単な使用方法 

・周辺市町と同じシステムを利用し、当該市以外でも活用できる。 

・見守り側が増えれば増えるほど、子供たちの安全安心が広がり、危

険に対する抑止力となる。 

本市に反映 

できること 

・本市の小学校では、きずなネットというアプリを保護者や周りの大

人が利用し、子供の見守りをしているが、位置情報については確認が

できないので、活用方法があると考えられる。 

その他 

（意見・課

題などあれ

ば） 

・見守りシステムだけの利用ではなく、何か工夫して活用を広げれば

導入も考えられる。 

・高齢者の見守りと合わせ利用ができないか、今後の検討課題と考え

られる。 

議場等の設

備について 

※議場見学を行わなかった場合は記載不要 

①議席にコンセント等の有無（ペーパーレス会議対応）：○有 ・ 無 

②電子採決システムの有無：○有 ・ 無 

③大型モニター又はスクリーンの設置（一般質問の資料提示用等）：

有 ・ ○無 

④傍聴席で音声の文字表示対応（モニターの設置等）：有 ・ ○無 

⑤その他気づいた点： 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察報告書様式【３】 

委員会名 地域生活委員会 委員名 福岡靖純 

視察日時 令和６年７月１１日（木）午前９時３０分～午前１１時 

視察先・概

要 

鹿児島県鹿児島市 

 人口：584,312 人(令和６.６.１現在) 面積：547.61 ㎢ 
視察内容 ジョブケーション型お試し移住プログラム 

選定理由 

鹿児島市では、各種移住・定住支援の施策を展開しているが、そ

の中でも、新たな価値を創造するクリエイティブ産業の振興を目的

に、クリエイターの移住を支援している。視察先では、移住・定住

支援策の全般を調査することに加え、クリエイターをターゲットに

進めている各種施策と支援施設：ｍａｒｋ ＭＥＩＺＡＮ・マークメ

イザン（鹿児島市クリエイティブ産業創出拠点施設） 

豊田市の 

現状と課題 

空家バンクに加え中山間地域を中心に移住支援策を展開している

が、新たな移住・定住者に対する施策が求められる。今回、ジョブケ

ーションを通した移住・定住という新しい発想の下、これからの移住

支援施策の在り方の研究を進める。 

視察概要 

・移住・定住施策において、街中への移住を進めるジョブケーション

という施策を視察。 

・クリエイティブ産業の振興を目的に、クリエイターの移住を支援し、

支援施設としてｍａｒｋ ＭＥＩＺＡＮを開設して、起業支援を行っ

ている。 

評価と 

その理由 

・移住・定住の目的が産業の振興及び活性化である点 

・未来を見据え起業支援を行い、産業振興を行っている点 

・支援施設の充実  

本市に反映 

できること 

・産業の振興を目的とした移住・定住施策 

・起業支援施設の充実 

その他 

（意見・課

題などあれ

ば） 

・豊田市が必要とされている企業誘致や起業支援の参考になった。 

・人口減少が進む中で、中山間地の移住・定住だけでは駄目であると

考える。 

議場等の設

備について 

※議場見学を行わなかった場合は記載不要 

①議席にコンセント等の有無（ペーパーレス会議対応）：○有 ・ 無 

②電子採決システムの有無：○有 ・ 無 

③大型モニター又はスクリーンの設置（一般質問の資料提示用等）：

有 ・ ○無 

④傍聴席で音声の文字表示対応（モニターの設置等）：有 ・ ○無 

⑤その他気づいた点：親子傍聴席有り 



 

 


